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column 
No.80 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 6 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市観光課（☎77・8563）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

瀬戸内国際芸術祭の作品、海に流れてくるゴミで制作

柳川観光を再構築し
唯一無二の観光地に

　4 月に地域おこし協力隊になりました横山真平
です。前職は車の設計や地域芸術祭のコーディネ
ーターとして働き、地元柳川へ U ターンしました。
どうぞよろしくお願いします。
　幼少期は「柳川は有名な観光地」という自負が
ありましたが、九州を出ると違いました。東京で
は「柳川鍋の？」「高校野球が強い所？」そう答え
る人が 8 割です。しかし、認知度の低さはチャン
スです。魅力に気付く余地があるからです。前職
で担当した瀬戸内国際芸術祭では、過疎化が進む
島々に期間中 100 万人以上の人が来場しました。
　柳川も魅力を再構築していく必要があります。
身近なことでも外から見れば面白いことが多くあ
るはずです。そして個人ではできないことでも全
体で動くことで、できることがあると思います。
地域に必要なのは「よそ者」「若者」「馬鹿者」と
言われます。よそ者ではない、若者ではなくなり
つつある私は、もの言う馬鹿者として生まれ故郷
に貢献したいと考えています。

　4 月 1 日付けで地域おこし協力隊になりました平
井剛志です。大阪生まれ大阪育ちです。主にむつ
ごろうランドの PR やイベントを担当します。むつ
ごろうランドが柳川観光第２のエンジンの中核と
なるように精一杯盛り上げていきますので、よろ
しくお願いします。
　前職は滋賀県で飲食店を経営しながら、イベン
トや結婚式場で音響や照明を担当していました。
しかし、新型コロナウイルスの影響で仕事がなく
なり、探していたところ、地域おこし協力隊を見
つけました。柳川を実際に訪れてみると、掘割が
広がるまちの風情や、雰囲気がとても気に入り、
ぜひ、このまちで仕事がしたいと思いました。また、
アウトドアが好きなので、キャンプ体験やくもで
網体験などをしているむつごろうランドは、好き
なことを仕事にできる場所だと思いました。柳川
のことを少しずつ学びながら、前職の経験と、自
分の好きなことを生かして、魅力を PR し、盛り上
げられるよう頑張ります。

むつごろうランドで実施中のキャンプ体験

むつごろうランドの
魅力を PR

平井 剛
つ よ し

志（30歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川観光
の未来を担うマルチプレイヤーを担当

横山 真
し ん ぺ い

平（34歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当


